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あらまし：日本語と英語では単語に文法的役割を与える方法（統語規則）が異なる（屈折重視と語順重視）

ことが，英語学習及び日本語学習の困難さの一つの要因になっているとされている．本研究では，その違

いの明示的な学びを目指して，和文英訳を，(1)単語に基づく単語変換と(2)単語の屈折に基づく語順変換，

の二つの段階で明示的・操作的に行う演習システムを，5文型の形式で表現できる英文の範囲で設計・開

発した．大学生及び英語教員による試験的利用の結果も報告する． 
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1. はじめに 

日本の英語教育は 1980 年頃を境に読解能力の習

得を目的とした文法訳読重視から，音声情報を中心

としたコミュニカティブ・ランゲージ・ティーチン

グ（CLT）に変化してきたとされている(1)．本来こ

れらは二者択一的なものではなく，相互補完的な関

係にあると解釈すべきだとの指摘があり(2)，CLT で

は基本的な文法事項が身についていない生徒には効

果的でない場合があることも報告されている(3)． 

英語教育に有用であるとして，言語学の一分野で

ある対照言語学で行われている，対照分析（目標言

語を基本の言語と比較対照すること）が知られてい

る．Lado によると 2 言語の比較は音，文法，語彙，

書記，文化の 5 部門によって行われるとされている．

文法構造の仕組みには語順・語尾変化・機能語・音

調・強勢などがあり，これらの異なりのあるところ

に第二言語としての学習の困難点が多く，無いとこ

ろに少ないとされている(4)．語順・語尾変化・機能

語はすべて統語規則に関するものであり，つまり単

語に意味を与える方法が異なるということである． 

日本語は「は」「が」「に」「を」など文法上の意味を

示す「機能語」を実質的な意味を示す「自立語」の

後ろに配置することで，文中の単語の意味を特定す

る屈折重視の言語で，英語は語を並べる順番，語順

によって意味を特定する語順重視の言語である(5)．  

本研究では，英文和訳においてこの違いを明示的．

操作的に学習者に行わせる演習を設計・開発する．

英語と日本語において語順に違いがあることは教え

られているが，語に意味を与える文法的役割の違い

があることは教える対象になっていない．本研究で

は，このような英語と日本語の構造の違いが明確に

成立していることが保証でき，かつ，英語学習にお

ける重要な基本とされている 5 文型の範囲での実

現を試みる． 

 

2. 段階的和文英訳変換モデル 

図 1 に段階的和文英訳変換モデルを示す．段階的和

文英訳変換モデルは和文から英文へ段階的に変換す

るためのモデルである． このモデルは和文，自立

語・機能語分離文，自立英語・機能和語混在文，英

文と 4 つの段階で変換が行われているという考えに

基づいている． 

 
図 1 段階的和文英訳変換モデル 

 

このモデルでは，まず和文を自立語と呼ばれる名

詞や動詞の語幹と，機能語と呼ばれる助詞や動詞の

活用部分に分離する．例えば「エミは昼食を食べま

す」という和文を「エミ」「は」「昼食」「を」「食べ」

「ます」というように分ける．これが自立語・機能

語分離文となる．次に自立語を和単語から英単語に

変換したものが自立英語・機能和語混在文となる．

最後に機能語に基づいて語順変換を行うことで英文

が完成する． 例えば「は」という助詞があれば主語

と判断し，英文では最初に配置する，というような
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ことである． 

 

3. 演習システムの設計・開発 

本演習では和文英訳を，「段階的和文英訳変換モデ

ル」に基づいて，①和文組み立て，②単語置き換え，

③文節並び替え，④振り返りという 4 つの手順で段

階的に変換を行わせる．①和文組み立てでは日本語

の単語群から和文の文章を組み立てる．②単語置き

換えでは作成した和文の単語をタップするとそれに

対応する英単語の候補が表示され，それをタップす

ることで英単語に置き換えた文章に変化する．現在

は候補が 1 つのみ表示される．③文節並び替えでは，

5 文型のＳやＶなどの要素を，「意味順モデル」(6)を

参考にして日本語のガイドとして表現し，そのガイ

ドに沿って②で置き換えた文章を先頭から英文の構

造に並び替える．この際のシステム画面を図 2 に示

す．④振り返りでは①から③までで文章をどのよう

に変換したか振り返るものとなっている． 

学習者の誤りに対しては①から③の各段階で正誤

判定を行う．現時点での実装では，各段階に対して

誤りが存在した場合，誤りが存在することのみを指

摘しているが，今後どの箇所が間違いを指摘するフ

ィードバックを実現する予定である． 

 

 
図 2 文節並び替え 

 

4. 試験的利用 

 本試験的利用は，(1)学習システムに関する研究を

行っている情報系大学生・大学院生にとってシステ

ムが「利用可能」であること，(2)現場の英語教員に

とってシステムが「学習に利用可能・有効」だと思

えること，の 2 点を確認するために行った． 

 (1)について確かめるための予備実験を，21 名の学

生に対して行った．まず英訳のモデルについて説明

し，その後システムを実際に利用して 5 文型各 3 問

計 15 問に取り組んだ後，アンケートに回答してもら

った．結果として，システムの利用の平均時間は 9

分 58 秒(標準偏差 1 分 37 秒)であった．アンケート

の結果から 86%の人が「システムを利用可能」であ

る，90%の人が「システムは学習の役に立つ」「シス

テムによって日英の統語規則に気付くことができた」

と回答した．しかし「英訳の理解が深まったか」に

ついては扱っている問題が簡単だったこともあり，

「既に理解している内容のため深まることはなかっ

た」との意見も見られた．また，「どのような学習者

に役に立つと思うか」については，初学者や理系的

な考えを持った学習者，英語や 5 文型が苦手，英語

の語順の意味を理解していない，英訳で何をしてい

いか分からない学習者，などが挙げられた． 

 (2)について 4 名の英語教員(高等学校・高等専門学

校)に 1 人平均 15 分，各文型最低 1 問，全 10 問程度

利用してもらったうえで，英語教育への利用の可能

性についての意見をもらった．結果，演習としての

活動およびシステムによる正誤判定・フィードバッ

クにおいて不適切との指摘はなかった．肯定的な意

見としては，「小学生，中学生など初学者や文法の苦

手な人への学びなおしに有用ではないか」「システム

を拡張していけば幅広い層をターゲットにできるだ

ろう」「日本語の文法的役割を考えることは今まで英

語学習であまりされていないが必要だと思う」など

があった．改良を要する点としては，「英語から日本

語への変換を行う」「単純作業をなくす」「単語を語

群選択にする」などが挙げられた．  

これらの試験的利用の結果から，先に上げた 2 点

をそれぞれ確認できたと判断している．また，高専

においては授業において試しに利用すること可能で

あるとのコメントも得ており，現在，高専生での利

用を前提としたシステムの改良を進めている． 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では，日本語と英語の統語規則の違いの明

示的な学びを実現するために，和文英訳を，(1)単語

に基づく単語変換と(2)単語の屈折に基づく語順変

換，の二つの段階で明示的・操作的に行う演習シス

テムの設計・開発を行った．試験的利用の結果から

今後さらに開発を進めるうえで十分な根拠を得たと

考えている． 

今後は学習者による実践的利用を行い，5 文型に

対する態度や説明，理解度の変化から演習の意義を

確かめ，より良い演習に改良するため学習者の振る

舞いを分析していく予定である． 
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